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Since 1986 



ベルツ博士
Dr. Erwin von Bälz(1849-1913) 
1876年（明治9年）、明治政府がドイツから外科医スクリバ博士と同時に内科医として招聘。明治29年間東
京医学校（東京帝国大学医学部）で教鞭をとる傍ら、皇室の侍医を務める。滞在は２５年に及び、日本の近代
医学発展に尽力した。博士の功績は大きく、「日本近代医学の父」称えられています。全国の日本の温泉地を
訪ね、（草津、有馬温泉他）1980年『日本鑛泉論』（中央衛生会）を発刊。日本には多くの温泉があり療養
に利用されているが、これを指導する機関がない。政府は温泉治療を指導すべきであると説いている。



1891年　草津温泉一井旅館にて



　初代 大島良雄教授（1986~1991）                                                
1911年（明治45年）生　2005年１月１１日逝去　９３歳 
　2代　齊藤幾久次郎教授（1992~2001)　　　　　　　　　　　　　　　　 
1914年（大正3年）生　2014年2月逝去　100歳 
　3代　　白倉卓夫教授    （2002~2007） 
  ４代　   三友紀男教授　（2008~現在  ）

東京大学内科物理療法学教室　（１９２６～２００３）
初代　真鍋嘉一郎教授（１９２６～１９３８） 

●大正１５年開講 
●日本温泉気候学会発足（１９３５） 
●放射能泉（ラジウム泉）の発見 

２代　三沢敬義教授（１９３８～１９５５） 
●酸性泉の研究 
●温泉による免疫能・白血球貪食能増強 
●アレルギー反応の研究 
３代　大島良雄教授（１９５５～１９７２） 

●酸性泉・放射能泉の研究 
●温泉成分吸収の証明、硫酸イオンが抗動脈硬化作用 
●日本温泉気候物理医学会と改称

健康と温泉フォーラム　(1986~現在）



大島良雄博士
Prof. Yoshio Oshima (1911-2005) 
1911年（明治44年）誕生。北海道出身。父は農学教育者の大島金太郎 。名付け親メアリー・エルキ
ントン（新渡戸稲造夫人）。東京帝国大学を卒業後、岡山医大教授、信州大教授を経て、1955(昭和30
年)東京大学医学部教授となり、’69付属病院長。 ‘72埼玉医大付属病院長。物理療法が専門で、アレル
ギー、リウマチ、他温泉の効果（特に強酸性泉や放射能泉）に関する研究で世界的に知られた。健康と
温泉フォーラム初代会長（1986-1991)（著書に「温泉療養の指針」（共著）などがある。享年93歳。

Willian Smith Clark 
1826-1886

新渡戸稲造 
1862-1933

大島金太郎 
1871-1934

大島良雄 
1911-2005



温泉の理念（社会的位置づけ）

温泉医学発祥の地から遠く日本を憂う大島良雄博士　　
（1988年ギリシアコス島のアクレピオス神殿の遺跡） 

撮影　合田　

「温泉は、真に結び付けの 力を持たねばならない。人と人の、人と地 域の、
自然と人の、そして、治療と名付け られたからだの充満と不足の空間を、
慈 悲と無慈悲に揺れ動く天地の振幅を、記 憶の折り畳みと意識の立ち上がりを・・・・、
 お互いがお互いを補おうとするものの間を、 繋ぎ合わそうと、促していく、
そうした運動 態として温泉は、今も私達の前にある。」 ――「温泉からの思考」２８０～２８１頁 

健康と温泉フォーラムの標語 
Thermalism for ALL　すべての人に温泉を　　　　



■温泉医学・教育の復興
■温泉の国際化（Globalization 国際交流）
　・国際温泉気候連合（FITEC)国際会議のアジア誘致１９８８
　・国際温泉気候連合アジア・太平洋協議会の設立（環太平洋）
　・世界の温泉地調査・研究（欧州、アフリカ、南北アメリカ、
　　　　　　　　　　　　　　オセアニア、中東、アジア）

　■温泉の社会化（Socialization　制度・政策ー保健利用の推進）
　・産官学の連携による温泉プラットフォームの確立
  ・温泉の価値の再創出と国民の理解（保健的活用の推進）
　　　　　休養　保養　療養の３つの市場カテゴリー　
　　　　　療養相談
　　　　　健康と温泉フォーラムの開催
　　　　　広報/出版・インターネット活用

■すべての人に温泉を
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第二部 
国際化 

　Globalization

Since 1986 



温泉文化の源流 

熱気浴・
蒸気浴 

(ドラ
イ）

温泉浴 

(ウエッ
ト）

スキタイ文明

古代ギリシア文明

古代エジプト文明

古代ローマ文明
仏教文化



　　　　　　　　ギリシャ・コス島　　　　 

　　　　　　　　　温泉医療発祥の地 
ヒポクラテスの生地コス島は、アテネの南東トルコ領小アジアの沿岸に近いエーゲ海の小島で、ギリシャのなかでは比較的緑が豊かで、糸杉や松の濃い深
緑は白い建物の大理石と見事なコントラストをつくりだしている。　紀元前400年頃発刊されたヒポクラテス全集の鉱泉論では「入浴は健康に効果があ
る」と説いている。ここコス島　　のアスクレピオンは全部で３層になっており現在温泉は枯れており、浴槽の遺跡が残っているのみ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
完治した人々の感謝の気持ちを疾患部を模したテラコッタを奉納することで表している。日本の神社の絵馬の風習と同じである。



ギリシャ・コス島　　　　 

　温泉医療発祥の地 
　ギリシャ神話の名医アスレクレピオスは 

太陽神アポロの子で、医療あるいは健康の神として
崇められ、その子孫アスクレピタルは代々アスクレ
ピオスを祭った神殿アスクレピオンに仕える僧であ
ると共に医療を司った。ヒポクラテスもコス島のこ
こアスクレピオンで医療を学び、プラタナスの木の
下で講義をしたといわれている。 

ヒポクラテスの誓い



ヒポクラテス博物館



ギリシャの温泉　　　　 
ギリシャには７５２の鉱泉（温泉を含む）があり、
現在３４８箇所の鉱泉が利用されている。１８０が
浴用、１４８箇所が飲用、２０箇所が浴用、飲用双
方に活用されている。ヨーロッパの温泉は概して泉
温が低いが、ギリシャにはエデイプソスの７５℃の
高温線やイカリアの高放射能泉など種類も多く、ま
た湯量も豊富である。２０世紀初頭から半ばにかけ
て、温泉地が整備された。現在利用されている温泉
地は３２箇所、なかでも設備の整った温泉地は１５
箇所でギリシャ政府の管轄で、主に温泉治療や保養
滞在施設として温泉シーズン（５月から１０月まで）
は内外の利用者で賑わっている。



古代ローマの温泉文化　 
紀元前７５３年に建国され紀元５世紀に滅亡した古代ローマ帝国は帝
国最後の５００年間に高度な温泉文化が発達した。ネロ帝、カラカラ
帝、コンスタンチン帝などは競ってテルメ（公共温泉施設）を建てた。
紀元３３０年にはローマでは、１１のテルメと８５０の公衆浴場があ
り、貧しい住民から入浴代をとらなかった。こうした公衆浴場は貧し
く、狭い自宅に代わる屋外娯楽の場所として、大衆化していった。古
代ローマ帝国の地中海・ヨーロッパ大陸の覇権の伴い、各地でテルメ
が建設され、現在のヨーロッパ温泉地の基礎を築いた。バーデンバー
デン（Aurelia Aquensis)、エクス・レ・バン（Aquae Gratinae)、ブ
タペスト（Aquineum),ダックス（A.Augustae),バース（Aquae 
Solis),ヴィシー（Aquae Calidae)。 



社交場の温泉文化 

ローマ時代のテルメ（ローマ 
式浴場）はやがて、庶民向けの 
大衆浴場と分化していき、貴族 
や軍人階級の社交場として発展
した。施設は大型化し、温泉入
浴のシステム化が始まる。 

●アポディテリウム（脱衣所）、 
●フリギダりウム　（休養室）、 
●テビダリウム（微温浴室：軽い
発汗とマッサージ、香油塗り） 
●カリダリウム（高温浴室）、 
●ラコニクム（高温熱気浴） 
など各室に分かれて一回の 
入浴は何時間にもかかるよう 
になった。  



カラカラテルメ　 



ヨーロッパの温泉文化（紀元５００年～１５００
年の中世の浴場） 
「万人の為の温泉」としてヨーロッパの温泉文化の第二の繁栄期である。西ロー
マ帝国滅亡により、南北ヨーロッパの温泉文化は、新しい体系を発展させた。北
から、古代ゲルマンとスラブの温泉の習慣が、南からローマの慣習が交じり合っ
た。中世の都市文化の発展で、地方との貧富の差が生じた。浴槽のある浴室が裕
福な市民の住宅に現れたのもこの頃からである。１４世紀ごろから裕福な上流階
級が興り、よりよい健康生活を求め、地方の温泉地を発展させた。同時に古代ロー
マ時代の温泉地が復活した。中世ヨーロッパでは、温泉の持つ健康に対する効能
について、医学的知識が深まり、水の乱用を戒め、公衆の健康教育が推進された。



フランス　エクス・レ・バン 
フランスで唯一の温泉病院（Thermal National)を中心にできたス
イス国境に近く、ボージュ湖に面した国際的な温泉保養地。民間
治療施設、滞在型ホテル、カジノなど保養公園にかこまれた市街地
に点在している。アルプスや湖など優れた自然環境と滞在に快適な
都市機能がミックスしている。



フランスーエクス・レ・バン







イタリアの飲泉文化　モンテカッティーニ 



イタリア　・イスキア島　 
地中海のナポリ湾に浮かぶ最大の島イスキア島。アラン・ドロン主演の「太陽がいっぱい」
の舞台として広く知られている。複雑に入組んだ海岸線・入り江に６つの温泉リゾートが点
在している。 



イタリア　・イスキア島　 
地中海のナポリ湾に浮かぶ最大の島イスキア島。アラン・ドロン主演の「太陽がいっぱい」
の舞台として広く知られている。複雑に入組んだ海岸線・入り江に６つの温泉リゾートが点
在している。 



フランスールルド　聖水信仰







チェコ　カルロリヴァレー温泉　ガガーリン浴場



ハンガリー　へービス温泉湖 
　　　　　　　ゲレルト温泉



ハンガリー　へービス温泉湖 
　　　　　　　ゲレルト温泉



スウェーデンの温泉



イスラエルー死海



イスラエルー　死海



イスラエルー死海



トルコ　パッムカレ温泉 
トルコ第二の都市イズミールから車で２時間、真っ白い丘陵は温
泉に含まれる石灰が堆積したもの。パッムカレとは綿の城という
意味。あたりは古代ローマ年の遺跡が点在する。



イランの温泉 
２００４年イラン政府の招聘でイランの主要温泉地２３箇所を約一ヶ月、
一万キロの調査を実施した。ペルセポリスなど歴史的遺産は多いが、イ
スラム化以前の温泉の遺跡や資料は殆ど見つけられなかった。ゾロアス
ター教（火、水、風、土）の土着的風習も殆ど痕跡を残していなかった。
古代ペルシアから続くものとして、スキタイ文化から影響を受けた蒸気
浴施設（ハマーム）は各地で見られたが、自宅に浴槽やシャワーを持て
るようになった近代では、殆ど閉鎖かレストランなどに転用されていた。
温泉は近隣の人々に大衆浴場としてまだ、機能は残っていた。文献によ
るとハマームと区別された温泉をもちいた「カプリカ」という施設では
特に「病気治療」重要な要素であったと記述されていた。イスラム教で
は「清潔は信仰の半分」として礼拝ごとに水で体を清めるしきたりが徹
底されていた。 



ペルー　アグアス　カリエンテス 
古代インカ時代から利用されている温泉でアグアスは水、カリエンテスは熱いという意味。
世界遺産マチュピチュの近郊にある。  
ペルー　ワラース 
ペルーアンカシュ県ワラス市から北へ30kmチャンコス温泉。南米ペルーアンデスの高峰
に囲まれた標高3050mの温泉。



インカ帝国の首都
クスコ 



ペルー　カハマルカ温泉　　 
標高３０００ｍ古代インカ帝国支配者の湯治温泉地 
高温のため冷ますための屋外プールが４つある。それら７８℃の温泉
（高地のため沸騰している）のなかに生息する不思議なエビの発見。
話題になり切手になった。



欧州と日本の温泉地数比較 
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ショッピングモール 

劇場、音楽堂、美術館

居住エリア

国立温泉病院（温泉
治療施設・ 

温泉プールなどの集
合施設）

居住エリア

保養公園

遊歩道・自転車専
用道路

滞在型ホテル

鉄
道
駅

カジノ

ボージュ湖

クアホテル 

民間温泉治療施設 

耳鼻咽喉、美容・エステ

スポーツ施設群

滞在型ホテル

温泉病院主導の機能分散型 

フランス　エクス・レ・バン

駅



ヨーロッパ温泉保養地の施設と環境3 

テルメ 
（治療施設、温泉プー
ル、フィットネスジ
ムビュティ・エステ
センター

命の小路(遊
歩道）

事例ーGrotta Giusti Hotel &Terme  
Italia

ホテル

プライベート 
ガーデン 温泉プール 

（日帰り温泉施設）

機能集積単独型
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日本の温泉地の空間構成ー機能混在分散型

居住空間

商業空間

旅館・ホテル



世界の温泉地との交流調査・研究



国際温泉気候連合アジア・太平洋協議会











クアからベネッセ（ウエルネス）へそして 
ポスト・ウエルネス 
イタリア　グロッタ・ジュスティテルメ　 
モンテカティーニテルメの近くにある日本人にも大人気のエレガントな四星ホテル。
イタリア有数のファンゴ（泥）パックをはじめとし多彩なトリートメントプログラム
がある。敷地内に発見された洞窟（グロッタ）は天然サウナとして有名。 
イタリア　アバノ・モンテグロットテルメ 
ベニスから車で５０分、パドバ近郊で、ユーガニ丘陵麓の、
イタリアを代表する温泉保養地。ホテル数５４軒、年間入込み４５万人、
平均滞在日数８日（計３６０万泊）。産官学の協力が特徴。
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　　　　　　　　　　　ポスト・ウエルネスとして
　　　　　　注目される日本の温泉文化  
　　　　欧州・日本の温泉利用の推移 
　　　　　　　　　(80年代～現在） 

　　

時間軸

医療・療養休養・リラックス

ベネッセ(健康づくり）保養・養老

日本 ヨーロッパ各国ストレスフリー・心の
充足
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IUCN国際自然保護会議 ハワイ2016 

日本政府プレゼンテーション ’JINEN & ONSEN`



地球の記憶、命の記憶
Onsen and Amniotic Water ●仏教での年齢の数え方は＋１？ 

●赤ちゃんはお母さんのおなかの中（羊水）
で１０月１０日過ごして誕生する。 
●そのあいだ２個の細胞から５０兆個の細胞
へと発達する。 
●３５億年の生命進化の過程を経て人間とな
る。（魚類ー両棲類ー爬虫類ー哺乳類） 
●地球は水の惑星　その海から生命は生まれ
た。 
●体内の小さな地球　：成人の６５％は水。
（赤ちゃんは約７５％）
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日本の湯治の伝統 死後の世界・ 
霊界･浄土

　　　　死への儀式
　　　　浮遊
　　　　回生(生まれ変わ
り）
　　　　 ハレの世界・中間域

ケの世界・現世

山岳信仰 
アニミズム

神仏
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わが国の伝統的な
湯治の精神 死・霊界･浄土

　　　　死への儀式
　　　　浮遊
　　　　回生
　　　　(生まれ変わ
り）
　　　　

ハレの世界・中間域

ケの世界・現世

山岳信仰 
アニミズム

神仏

湯治の風習





第三部 
社会化 

　Socialization

Since 1986 



世界の温泉地の元気いっぱいの子供達



国内での啓蒙普及ーフォーラム開催



2000　新世紀創造祭
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第５９回月例研究会配布資料より転用 
2018.１.２８

温泉を取り巻く今日的課題



医療・福祉・介護
(厚生労働省)

自然
(環境省)

産業・サービス
(経済産業省)

　　観光
(国土交通省)

温泉
　国民保養温泉地

　

　国立公園活用
　ヘルスツーリズム

　医療費控除

　国家成長戦略
　インバウンド戦略

　ヘルスケア産業
　温泉療法医

　地域資源



出版



里山温泉アカデミー「いのちの居場所」

平成24年10月29日䟺月䟻30日䟺火䟻

三省ハウス　新潟県十日町市松之山小谷327

主催　NPO法人健康と温泉フォーラム　NPO法人越後妻有里山協働機構　株式会社PHP研究所

温泉里山アカデミー「日本の温泉の改革を考える」
健康と温泉フォーラム2012
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る
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が
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音
が
聴
こ
え
る

原
生
の
自
然
と
人
里
を
つ
な
ぐ

暮
ら
し
の
場
を「
里
山
」と
よ
ぶ

忘
れ
か
け
た
懐
か
し
い
記
憶

人
と
自
然
が
約
束
を
交
わ
し
た
場
所

「
N
H
Kス
ペシ
ャ
ル
映
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」よ
り

越後妻有郷



温泉地の考察

総湯

F.1
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石川県山代温泉

　新潟県松之山温泉

湯宿



９．運営要因 
公営、組合、単独、グループ、混在型  
 
１０．温泉配水要因 
集中管理方式、１源泉１施設型、混在型 
 
１１．風俗規制要因 
条例規制、自主規制、分離型、混在型 
 
１２．組合運営要因 
民族系限定、外資系協調、混在型 
 
１３．組長要因 
温泉関連産業(旅館、交通）出身、その他出身 
 
１４．住民要因 
協調型、分離型、空洞型、土着型、移住混在型 
１５．インフラ要因 
集中型、分散型、混在型 
１６・年齢要因 
高齢化率、疾病率、医療・教育水準

１．地形要因 
地形、高度、山岳、海浜、河川、森林 
 
２．気候・風土要因 
温暖、寒冷、風向き、日照、湿気 
 
３．地理・歴史要因 
街の形成、産業、交通、統治 
 
４．人文要因 
風俗・風習、文化、宗教、慣習 
 
５．温泉要因 
泉質別効能、薬効と伝承湯治スタイル 
 
６．滞在空間要因 
湯治(療養）、（保養）、（休養）、観光  
 
７．施設要因 
単独施設、温泉街、都市型 
８．温泉管理要因 
循環型、かけながし型、加温・加水型 
 

温泉地分析の基本16要素（モデル試案）



温泉地機能連携の考察

温浴施設

医療施設

宿泊施設

健康増進施設 
運動・リラク
ゼーション

保養公園

商業施設

一般住居

F.2
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温泉地連携の考察
日本の 
名湯百選 © 
100国民保養

温泉地 
9１温泉地力　　　　 

地域協定 
3

ラジウム・ラド
ン温泉広域連携 

 5
日本型 
クアオルト 
連携  

7

全国温泉
地連携事
例 

秋保温泉連携 
（有馬、定山渓） 

3

F.5
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日本の名湯百選©九州地区連携会議
! 加盟温泉地 
! 　福岡県　　原鶴温泉　 
! 　長崎県　　雲仙温泉 
! 　佐賀県　　古湯温泉
! 　佐賀県　　熊の湯温泉
! 　大分県　　別府八湯温泉 
! 　大分県　　由布院温泉
! 　大分県　　竹田温泉郷 
! 　鹿児島県　川内高城温泉
! 　鹿児島県　指宿温泉
! 　鹿児島県　霧島温泉郷 
! 　熊本県　　湯の児温泉 
! 　熊本県　　地獄温泉

日本の 
名湯百選 © 
100
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温泉利用型健康増進施設の認定要件緩和について要望書 

【要旨】 
保養・療養型の温泉健康都市を作り出すため、健康増進施設認定規定の施設の解釈において、温泉利用型健康増進施設については複数施設の 
連携も含まれるよう解釈の変更をお願い申し上げます。 
【説明】 
現在、我が国においては、少子高齢化に対応した新たな地域社会の形成が課題となっています。中でも、中高齢者が適切な運動、 
健康な食事、適度な休養を自らとることができる保養・療養型温泉地の必要性がこれまで以上に増してきています。 
一方、全国の温泉地は、宿泊客の減少や地域経済そのものの衰退、そして後継者不足等により、温泉地としての機能が疲弊し、 
我が国の伝統的な地域の健康づくりの場であり、また、文化遺産でもある温泉が失われようとしています。残念ながら、温泉を活用した 
疾病予防や健康増進の取り組みは量と質の両面において十分にその機能と役割を果たしているとは言えない現状であります。 
そのような中、全国有数のラジウム・ラドン温泉を持つ鳥取県三朝町（三朝温泉）、秋田県仙北市（玉川温泉）、山梨県北杜市（増富温泉）、 
新潟県　阿賀野市（五頭温泉郷）、鳥取県倉吉市（関金温泉）では、特定非営利活動法人健康と温泉フォーラムが主催した平成20年の三朝町 
でのフォーラムをきっかけとして「ラジウム・ラドン温泉を利用した健康日本推進連絡会議」を組織し、観光、健康づくり、介護福祉事業へ 
の横断的な事業等を相互に補完できうる有機的な広域のネットワークにより、国民の療養・保養・健康増進を促進する取り組みに挑戦 
して参りました。又、全国で特定疾患に有効な特異な療養泉を持つ保養・療養型温泉地である北海道豊富町と大分県竹田市も新たに連携 
に加わり、人類の貴重な資源である温泉の健康への活用の正しい認識と地域の発展・活性化を図り、地域住民の健康増進と活力ある温泉 
の健康文化が継承されていくことを願っています。 
つきましては、国民の健康寿命を延伸し、高騰する医療費を削減し、健全な社会の発展を図ると同時に、健康温泉都市としての社会的な 
使命を果たすべく、温泉地の自然、歴史、文化、景観、匠の技等の地域資源と、医療施設、運動施設、介護施設、旅館施設等が連携し、 
運動・栄養・休養を適切に組み合わせた、全国のモデルとなりうる保養・療養型の温泉健康都市を作り出すため、下記の事項について、 
特段のご配慮賜りますようお願い申し上げます。 

F.7温泉地力シンポジウム（仙台市）資料　合田純人 
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記 
厚生労働省には、健康増進のための温泉利用及び運動を安全かつ適切に行うことができる施設を温泉利用型健康増進施設と 
して認定し、医師の処方に基づき運動療法を実施した場合、医療費控除の対象とする健康増進施設認定制度がございます。 
しかしながら、現在認定を受けた施設は全国に１９箇所しかなく、温泉地が国民の健康寿命の延伸及び生活習慣病予防に 
対し十分に役割を果たせていない現状があります。 
認定を困難にしている要因として、認定の基準である「運動を安全かつ適切に実践するための設備を備えていること」 
及び「体力測定及び運動プログラムの提供のための設備を備えていること」の要件が一つの施設に求められていることが 
あります。認定を受けるためには、一つの施設内に認定基準を満たすための十分な敷地や湯量が求められ、申請に至って 
いないと考えられます。 
温泉地には、日帰り入浴施設、温泉旅館、介護施設、公共体育施設、社会教育施設等の施設が点在しており、お互いの設備 
を連携することにより認定基準の要件を満たすことが可能となります。 
つきましては、温泉利用型健康増進施設の認定が温泉地として国民の健康増進に寄与できるものと考えますので、 
健康増進施設認定規定の施設の解釈において、温泉利用型健康増進施設については複数施設の連携も含まれるよう 
ご検討をお願い申し上げます。 

平成２７年　６月　９日 
厚生労働大臣　　塩崎　恭久　殿 

鳥取県三朝町長　 　　　　  吉田　秀光 
秋田県仙北市長　　 　　門脇　光浩 
新潟県阿賀野市長　 　　田中　清善 
山梨県北杜市長　　 　　白倉　政司 
鳥取県倉吉市長　　 　　石田　耕太郎 
大分県竹田市長　　　 　  　首藤    勝次 
北海道豊富町長　　　　 　  工藤    栄光 
特定非営利活動法人 
健康と温泉フォーラム会長　三友　紀男 F.8
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湯治文化 
温泉文化 
生活文化 

源泉管理 
源泉vs浴槽標示 
硫化水素ガス事故
防止 

市場構造の変遷、団体
から個人へ対応サービ
スの変化 

入湯税の戦略的活用 
国家戦略として温泉地の役割
の指針づくり生活文化づくり 

日帰り温泉余剰施設　
（市町村合併） 

ふるさと創生資金（市
町村合併） 

生活習慣病他現代病
の増加、精神疾患の
増加、生活価値観の
変遷 

自然湧出　湯量の限界　
ポンプ湧出　資源の枯
渇　　循環ろ過　標示 

バブル経済・リーマン
ショック後の経営危機 

人口減、地方経済の
低下、地方創生資金
（市町村合併） 

インバウンド対応、超
高齢福祉社会、社会
保障費の急増 

社会保障費の抑制・予
防医学の振興・健康寿
命延伸 

国際標準化（グローバル・
スタンダード） 
日本の魅力の発信 

ひと（人）休み、
ストレスフリーの
温泉活用 

温泉医学の衰退 入湯税の戦略活用保養地医学の復興 温泉の国家的長期戦略自然資源（温泉）の社会的・　　　
保健的活用 

精神文化としての温泉 地方資源としての温泉産業資源としての温泉 健康文化資源としての温泉

温泉の文化歴史・社会構造の変遷イメージ図   ©GODA2021.11.5 

COVID-19 

国民保養温泉地の改革と活用
政策（温泉地振興、国民の保
養機能の強化と社会的サポー
ト：温泉の自己免疫向支援と
社会ストレス軽減促進、ポス
トコロナ新時代にむけて）

温泉医療費控除・温泉療法医連携・健康診断・民間医療施設 とのネットワー

生命再生装
置として温泉 温泉管理、循環ろ過。

加水、加温、かけ流し
是非論議、資源管理 

利用者主体の温泉

人体（心身） 　施設（旅館・ホテル・ 
　温浴施設）

源泉（自然） 国際社会（国）地域（温泉地）

SDG’s対応 

地球温暖化対策 

省エネ対策 

熱源の有効活用 



次世代に絆ごう日本の温泉文化・命の居場所
としての温泉資産

熊本県菊池第２さくら幼稚園児の温泉体験授業

いい湯だな！！みんなと一緒でとっても楽しい！！



・・・・・・・・・・・・・ 
日本の温泉の長期的戦略が必要です！ 

ご一緒に考えましょう。 
　 
　　例えば　人工知能と温泉医学の複合研究で新しい次
元での温泉と人間の密接な関係の科学的な実証。その保
健的・社会的活用のための研究財源。その原資に入湯税
の戦略的活用。例えば、入湯税一人あたり１５０円の内
１人１円の負担で約１億円の研究費が捻出できます。 
　　それでもフランスやイタリアなど欧州温泉国にはは
るかに及びません。明治時代からそして、２度の世界大
戦を経て、ひたすら直進を続けてきた、経済最優先の社
会。しかし、その豊かさの危うさと近代医学の限界や歪
（ひずみ）が見える時、今国民が望む幸せな生き方とは
何か。そして、その生命サイクルの過程で、温泉がどう
寄り添えるのか、我が国の大切な生命資源の温泉と私達
の未来をご一緒に考えましょう。 

Since 1986 



日本近代温泉医学振興記念ー大島文庫



合田 松浦三朝町長 東教授 松尾大島先生長女
2021年１１月１５日 東京駅ステーションホテル


